
解

題

宮
村
治
雄
・
山
辺
春
彦
・
金
子

元
・
川
口
雄
一

丸
山
眞
男
は
、
一
九
四
四
（
昭
和
一
九
）
年
に
陸
軍
二
等
兵
と
し
て
召
集
さ
れ

る
ま
で「
二
年
間
、江
戸
時
代
の
政
治
思
想
史
を
講
義
し
た
」と
述
べ
て
い
る（『
丸

山
眞
男
講
義
録
第
七
冊

日
本
政
治
思
想
史
一
九
六
七
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一

九
九
八
年
、
四
頁
）。
そ
の
二
度
に
亘
る
「
戦
中
講
義
」
が
、「
昭
和
一
八
（
一
九

四
三
）
年
度
東
洋
政
治
思
想
史
」
お
よ
び
「
昭
和
一
九
（
一
九
四
四
）
年
度
東
洋

政
治
思
想
史
」
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
一
九
四
二
年
一
〇
月
、
一
九
四
三
年
一
〇
月

に
開
講
さ
れ
た
と
い
う
変
則
的
な
経
緯
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て

は
、
既
稿
が
あ
る
（
宮
村
「
丸
山
眞
男
の
初
講
義
」『
Ｕ
Ｐ
』
第
三
〇
九
号
、
一
九

九
八
年
七
月
）。
ま
た
そ
の
講
義
が
、
先
行
ま
た
平
行
し
て
執
筆
さ
れ
『
国
家
学
会

雑
誌
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
諸
論
攷
（
後
に
『
日
本
政
治
思
想
史
研
究
』（
東
京
大

学
出
版
会
、
一
九
五
二
年
）
に
収
録
）
お
よ
び
戦
後
に
復
員
後
再
開
さ
れ
た
「
東

洋
政
治
思
想
史
」
講
義
と
の
間
で
ど
の
よ
う
な
関
連
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
か
に

つ
い
て
も
、『
丸
山
眞
男
講
義
録
第
一
冊

日
本
政
治
思
想
史
一
九
四
八
』（
一
九

九
八
年
）
お
よ
び
『
丸
山
眞
男
講
義
録
第
二
冊

日
本
政
治
思
想
史
一
九
四
九
』

（
一
九
九
九
年
）
の
「
解
題
」（
以
下
、「
解
題
一
九
四
八
」「
解
題
一
九
四
九
」
と

略
記
す
る
）
で
宮
村
が
考
察
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
丸
山
の
二
度
に
亘

る
戦
中
講
義
は
、
彼
の
徳
川
時
代
史
の
専
論
を
踏
ま
え
な
が
ら
も
独
自
に
構
想
さ

れ
、
そ
し
て
戦
後
の
彼
の
日
本
政
治
思
想
史
講
義
を
支
え
る
「
最
古
層
」
を
な
す

も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
本
編
は
、
丸
山
の
「
戦
中
講
義
」、
と
り
わ
け
「
初

講
義
」
と
な
っ
た
一
九
四
三
年
度
講
義
を
主
と
し
て
、
そ
の
復
元
・
復
刻
を
試
み

た
も
の
で
あ
る
。

復
元
・
復
刻
は
、
東
京
女
子
大
学
丸
山
眞
男
文
庫
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
「
草
稿

類
」
で
「
著
作
・
講
義
演
習
・
講
演
」（
大
項
目
）「
講
義
・
演
習
」（
中
項
目
）「
原

稿
・
メ
モ
」（
小
項
目
）
と
し
て
分
類
さ
れ
て
い
る
資
料
の
中
か
ら
、
原
則
と
し
て
、

丸
山
眞
男
が
、
一
九
四
三
年
度
の
講
義
の
た
め
に
準
備
し
た
と
考
え
ら
れ
る
原
稿

を
特
定
し
て
「
本
文
」
を
作
成
し
た
。
原
稿
の
特
定
に
際
し
て
は
、
次
の
五
点
を

判
断
の
根
拠
と
し
た
。

①
戦
後
講
義
を
復
元
す
る
際
に
は
、
聴
講
し
た
複
数
の
学
生
の
筆
記
ノ
ー
ト
を

参
照
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
に
対
応
す
る
と
見
ら
れ
る
講
義
原
稿
を
特
定
す
る
こ
と

が
で
き
た
が
、
戦
中
講
義
に
つ
い
て
は
聴
講
筆
記
が
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か

し
、
文
庫
所
蔵
の
中
に
「
プ
ラ
ン
」
と
題
さ
れ
た
二
つ
の
断
簡
草
稿
が
あ
る
（
資
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料
番
号
三
四
七
お
よ
び
三
七
八
）。
合
わ
せ
る
と
、
四
葉
の
松
屋
製
二
百
字
詰
原

稿
用
紙
に
連
続
し
て
書
か
れ
た
「
初
講
義
」
の
た
め
の
全
体
構
想
で
あ
る
こ
と
が

確
認
で
き
る
。
そ
の
原
文
は
、「
解
題
一
九
四
八
」で
す
で
に
復
元
さ
れ
て
い
る
が
、

本
編
の
「
本
文
」
を
復
元
す
る
上
で
最
大
の
拠
り
所
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、

こ
こ
で
も
改
め
て
収
録
し
た
。

「
プ
ラ
ン
」
は
、
各
章
・
節
・
項
の
通
し
番
号
と
そ
れ
ぞ
れ
の
タ
イ
ト
ル
を
記
し

て
い
て
、
そ
こ
か
ら
丸
山
の
講
義
の
全
体
構
想
を
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま

た
そ
れ
ぞ
れ
の
タ
イ
ト
ル
は
、
残
さ
れ
た
原
稿
用
紙
群
の
中
か
ら
対
応
部
分
を
探

し
出
す
上
で
の
有
力
な
手
が
か
り
を
与
え
て
く
れ
る
。
と
は
い
え
、
そ
れ
だ
け
で

は
分
散
し
た
ま
ま
残
さ
れ
た
原
稿
用
紙
群
か
ら
件
の
講
義
原
稿
を
厳
密
に
特
定
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。

す
で
に
、
基
本
的
に
は
「
プ
ラ
ン
」
の
構
想
に
沿
い
な
が
ら
行
わ
れ
た
『
講
義

録
一
九
四
八
』『
講
義
録
一
九
四
九
』の
復
元
編
集
作
業
に
際
し
て
、学
生
聴
講
ノ
ー

ト
も
併
せ
て
参
照
す
る
こ
と
で
、
戦
後
講
義
に
加
筆
を
し
な
が
ら
も
再
使
用
さ
れ

た
古
い
原
稿
用
紙
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
丸
山
の
「
戦
後
」
は
、「
ひ
と
つ
は
私
の

あ
ま
の
じ
ゃ
く
根
性
か
ら
、
世
の
中
が
一
変
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
即
座
に
自
分

の
根
本
の
考
え
方
を
変
え
る
こ
と
に
は
反
撥
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
意
地
を
張
る

つ
も
り
も
正
直
に
い
っ
て
あ
り
ま
し
た
」
と
い
う
よ
う
に
「
戦
争
中
か
ら
の
道
程

…
…
を
引
継
い
で
」
始
め
ら
れ
た
（「
原
型
・
古
層
・
執
拗
低
音
」
一
九
八
四
年
、

『
丸
山
眞
男
集
』
第
一
二
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
六
年
、
一
一
二
頁
）。
講
義
に

お
い
て
も
同
様
で
、
実
際
戦
後
初
期
の
講
義
に
お
け
る
講
義
原
稿
の
再
使
用
状
況

は
、
そ
う
し
た
彼
の
「
あ
ま
の
じ
ゃ
く
根
性
」
を
映
し
出
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
そ

れ
だ
け
に
、
戦
後
講
義
の
た
め
に
用
意
さ
れ
た
原
稿
用
紙
と
、
そ
の
中
に
加
筆
修

正
さ
れ
て
ま
ぎ
れ
込
ん
だ
よ
り
古
い
原
稿
用
紙
と
を
弁
別
し
、
戦
中
講
義
原
稿
を

特
定
す
る
に
は
、「
プ
ラ
ン
」
と
の
対
応
性
だ
け
で
は
な
い
基
準
が
必
要
に
な
る
。

②
そ
の
一
つ
は
、
丸
山
の
原
稿
に
お
け
る
か
な
づ
か
い
の
変
化
に
見
る
こ
と
が

で
き
る
だ
ろ
う
。

丸
山
文
庫
所
蔵
資
料
の
既
発
表
成
稿
に
は
、
上
記
原
稿
用
紙
の
使
用
状
況
の
場

合
と
同
時
期
に
、
か
な
づ
か
い
の
変
化
が
読
み
取
れ
る
。
論
文
で
は
、「
陸
羯
南

人
と
思
想
」（
四
七
年
二
月
）
の
草
稿
（
資
料
番
号
一
八
六
―
二
―
一
、
原
稿
用
紙

表
面
を
使
用
）
に
は
、
旧
か
な
づ
か
い
を
新
か
な
づ
か
い
に
訂
正
し
た
跡
が
残
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、「
福
澤
に
於
け
る
「
実
学
」
の
転
回
」（
四
七
年
三
月
）
の
原

稿
（
資
料
番
号
六
○
四
）
は
旧
か
な
づ
か
い
、「
福
澤
諭
吉
の
哲
学
」（
四
七
年
九

月
）
の
原
稿
は
新
か
な
づ
か
い
で
書
か
れ
て
い
る
（
い
ず
れ
も
裏
面
を
使
用
）。
そ

し
て
、
こ
こ
か
ら
は
、
丸
山
の
原
稿
執
筆
に
お
け
る
旧
か
な
づ
か
い
か
ら
新
か
な

づ
か
い
へ
の
転
換
が
、
一
九
四
七
年
の
早
い
時
期
ま
で
に
行
わ
れ
た
こ
と
が
窺
え

る
。ま

た
、
丸
山
の
自
筆
書
き
込
み
や
聴
講
学
生
ノ
ー
ト
と
の
対
応
か
ら
執
筆
時
期

が
確
定
で
き
る
講
義
原
稿
に
つ
い
て
み
て
も
、「
昭
和
一
九
年
一
月
」
の
「
最
終
講

義
に
お
け
る
学
生
を
送
る
言
葉
」（
資
料
番
号
八
○
）
お
よ
び
「
昭
二
○
、
一
一
、

一
」
の
日
付
の
「
草
稿
断
簡
」（『
講
義
録
一
九
四
九
』
口
絵
写
真
お
よ
び
「
付
録

一
」、
資
料
番
号
六
五
九
）
は
、
全
文
旧
か
な
づ
か
い
、「
昭
和
二
十
三
年
度
講
義

徳
川
時
代
思
想
史

一
、
開
講
の
辞
」
と
題
さ
れ
た
原
稿
（
資
料
番
号
三
五
五
、

三
四
六
、
五
〇
〇
―
二
、
五
〇
〇
―
三
）
は
、
全
文
新
か
な
づ
か
い
、
そ
し
て
一
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九
四
六
年
度
講
義
の
「
序
説
」
末
尾
の
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
か
ら
の
引
用
と

コ
メ
ン
ト
（「
解
題
一
九
四
八
」
二
七
四
―
五
頁
に
引
用
、
資
料
番
号
三
四
六
）
は
、

新
旧
か
な
づ
か
い
の
混
用
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
こ
か
ら
、
丸
山
の
か
な
づ
か
い
に

お
け
る
新
旧
の
転
換
の
時
期
が
さ
ら
に
絞
り
込
ま
れ
、
全
文
旧
か
な
づ
か
い
原
稿

の
大
半
が
戦
中
講
義
原
稿
と
特
定
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

③
こ
の
よ
う
に
し
て
絞
り
込
め
る
講
義
原
稿
群
か
ら
は
、
丸
山
が
四
種
類
の
原

稿
用
紙
を
用
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
一
つ
は
、
①
で
指
摘
し
た
松
屋
製
二
百

字
詰
原
稿
用
紙
で
あ
り
、
上
記
の
「
プ
ラ
ン
」
は
、
こ
れ
を
用
い
て
い
る
。
今
一

つ
は
、
コ
ク
ヨ
製
二
百
字
詰
原
稿
用
紙
（
茶
色
罫
線
）
で
あ
る
が
、
こ
の
コ
ク
ヨ

原
稿
用
紙
に
は
、
罫
線
の
細
い
も
の
と
や
や
太
く
濃
い
色
の
も
の
の
二
種
類
が
あ

り
、
全
体
と
し
て
、
最
も
枚
数
の
多
い
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
満
寿
屋
製
二
百

字
詰
原
稿
用
紙
が
あ
り
、
こ
れ
は
上
記
の
「
草
稿
断
簡
」
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
、
丸
山
文
庫
が
所
蔵
す
る
戦
中
論
文
に
使
用
さ
れ
て
い
た
原
稿
用
紙
と

も
ほ
ぼ
対
応
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
プ
ラ
ン
」
に
使
用
さ
れ
て
い
る
松
屋
製
原

稿
用
紙
（
黄
色
罫
線
）
は
、
丸
山
の
論
文
「
近
世
儒
教
の
発
展
に
お
け
る
徂
徠
学

の
特
質
並
に
そ
の
国
学
と
の
関
連
（
四
・
完
）」（
四
二
年
八
月
）
の
原
稿
（
資
料

番
号
六
一
六
―
一
）
と
同
じ
も
の
で
あ
り
、
ま
た
コ
ク
ヨ
原
稿
用
紙
は
、「
清
原
貞

雄
『
日
本
思
想
史

近
世
国
民
の
精
神
生
活
』
上
巻
へ
の
書
評
」（
四
三
年
六
月
）

の
原
稿
（
資
料
番
号
六
一
七
―
一
）
で
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
丸
山
が
原
稿
用
紙
の
裏
を
使
っ
て
書
く
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と
は
比

較
的
知
ら
れ
た
事
実
で
あ
る
が
、丸
山
文
庫
所
蔵
資
料
に
見
る
限
り
、戦
後
に
な
っ

て
か
ら
の
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
一
九
四
六
年
度
講
義
の
第
八
章

第
二
節
（
中
期
朱
子
学
派
の
景
況
・
新
井
白
石
）
は
、
戦
中
講
義
の
第
二
章
第
三

節
二
の
一
部
を
再
使
用
し
つ
つ
、
新
た
な
原
稿
を
加
え
て
成
っ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
が
、
四
六
年
度
に
付
け
加
え
ら
れ
た
第
八
章
第
二
節
の
冒
頭
部
分
（『
講
義
録
一

九
四
八
』
二
四
二
頁
五
―
一
一
行
、
収
録
）
は
、
や
や
薄
い
ブ
ル
ー
の
太
字
で
、

コ
ク
ヨ
原
稿
用
紙
の
裏
に
書
か
れ
て
い
る
（
資
料
番
号
三
三
四
）。
既
使
用
の
原

稿
用
紙
紙
背
を
利
用
し
て
執
筆
さ
れ
た
成
稿
に
は
、た
と
え
ば「
西
田
長
寿
著『
大

島
貞
益
』
書
評
」（
資
料
番
号
九
二
―
一
）
が
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
戦
後
の
紙
不
足

と
い
う
事
情
が
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
丸
山
の
原
稿
用
紙
紙
背
使
用

は
、「
必
要
」
の
所
産
で
あ
り
、
そ
こ
に
特
段
の
「
趣
味
」
な
い
し
「
思
想
」
を
読

み
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
む
し
ろ
、
原
稿
用

紙
の
使
用
形
態
か
ら
は
、
草
稿
に
お
け
る
「
戦
中
」
と
「
戦
後
」
の
間
の
弁
別
の

た
め
の
示
唆
を
読
み
取
る
こ
と
に
止
め
た
い
。

④
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
原
稿
用
紙
を
使
用
し
た
原
稿
類
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て

い
る
イ
ン
ク
お
よ
び
ペ
ン
の
諸
特
徴
か
ら
も
、一
定
の
判
断
基
準
を
抽
出
で
き
る
。

松
屋
製
原
稿
用
紙
に
書
か
れ
た
原
稿
類
は
、「
プ
ラ
ン
」
か
ら
始
ま
り
、「
序
説
」

と
思
わ
れ
る
三
葉
お
よ
び
「
プ
ラ
ン
」
で
示
さ
れ
た
思
想
家
の
生
年
と
主
要
著
作

が
書
き
込
ま
れ
た
江
戸
時
代
全
体
に
亘
る
「
別
表
」
一
葉
（
資
料
番
号
三
四
七
、

本
編
収
録
）、
さ
ら
に
「
第
一
章

近
世
封
建
制
の
成
立
と
儒
教
的
世
界
観
の
形
成

第
一
節

近
世
端
初
期
に
於
け
る
思
想
界
の
一
般
的
状
況

一
、
神
道
」
と
表
記

さ
れ
た
部
分
（
資
料
番
号
三
五
五
）
か
ら
「
三
、
基
督
教
（
切
支
丹
）」
の
途
中
ま

で
用
い
ら
れ
、
ま
た
そ
れ
ら
は
す
べ
て
ブ
ル
ー
ブ
ラ
ッ
ク
の
イ
ン
ク
・
細
め
の
ペ

ン
先
で
書
か
れ
て
い
る
。
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こ
れ
に
対
し
て
、
コ
ク
ヨ
原
稿
用
紙
で
書
か
れ
た
原
稿
に
は
、
第
一
章
第
一
節

三
の
途
中
か
ら
以
降
の
大
部
分
、「
徳
川
時
代
政
治
思
想
の
一
般
的
性
格
」
の
表
題

で
書
か
れ
た
一
連
の
原
稿
と
「
参
考
文
献
」
一
覧
（
資
料
番
号
三
七
八
、
三
五
五
、

一
八
二
―
四
―
六
）、
そ
れ
に
戦
後
講
義
に
も
引
き
継
が
れ
た
「
第
一
章

近
世
封

建
制
度
の
確
立
と
儒
教
的
世
界
観
（
近
世
封
建
社
会
概
観
―
江
戸
時
代
の
社
会
と

意
識
―
）」
と
題
さ
れ
た
一
連
の
原
稿
（
資
料
番
号
五
○
○
―
一
、
五
○
五
）
な
ど

が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
原
稿
群
に
は
、
薄
茶
罫
線
の
用
紙
と
や

や
濃
茶
罫
線
の
用
紙
と
が
あ
り
、
こ
の
う
ち
薄
茶
罫
線
用
紙
に
は
す
べ
て
細
字
ブ

ル
ー
ブ
ラ
ッ
ク
で
書
か
れ
、
濃
茶
罫
線
用
紙
に
は
、
細
字
ブ
ル
ー
ブ
ラ
ッ
ク
と
太

字
ブ
ル
ー
ブ
ラ
ッ
ク
と
細
字
ブ
ラ
ッ
ク
の
三
種
類
の
字
体
の
も
の
に
別
れ
て
い

る
。
三
種
類
の
原
稿
用
紙
お
よ
び
イ
ン
ク
字
体
の
混
用
が
な
い
と
仮
定
す
れ
ば
、

こ
れ
ら
四
種
類
の
態
様
の
原
稿
に
は
有
意
味
な
区
別
が
読
み
取
れ
る
は
ず
で
あ

る
。ま

ず
、「
プ
ラ
ン
」
と
同
じ
松
屋
製
原
稿
用
紙
が
用
い
ら
れ
た
部
分
は
、
す
べ
て

細
字
ブ
ル
ー
ブ
ラ
ッ
ク
イ
ン
ク
で
書
か
れ
て
い
て
、
内
容
上
も
、「
序
説
」
か
ら
第

一
章
第
一
節
三
（
基
督
教
）
の
途
中
ま
で
、「
プ
ラ
ン
」
に
対
応
す
る
形
で
連
続
し

て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
部
分
は
、
最
も
古
い
原
稿
、
つ
ま
り

一
九
四
三
年
度
講
義
の
た
め
に
書
か
れ
た
原
稿
と
し
て
特
定
で
き
る
。
こ
う
し
て

特
定
さ
れ
る
丸
山
の
講
義
原
稿
か
ら
は
、
初
年
度
に
お
い
て
は
、「
プ
ラ
ン
」
か
ら

「
序
説
」
お
よ
び
「
別
表
」、
さ
ら
に
第
一
章
に
は
総
論
は
な
く
、
第
一
章
第
一
節

一
（
神
道
）
か
ら
第
一
節
三
の
途
中
ま
で
松
屋
製
原
稿
用
紙
で
連
続
し
て
書
か
れ
、

そ
の
後
コ
ク
ヨ
原
稿
用
紙
に
引
き
継
が
れ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ

し
て
、「
序
説
」
と
「
第
一
章
」
の
間
の
部
分
は
、
次
年
度
以
降
の
講
義
の
際
に
新

た
に
書
き
足
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

次
に
、
コ
ク
ヨ
原
稿
用
紙
が
用
い
ら
れ
て
い
る
部
分
に
つ
い
て
み
る
と
、
上
記

の
「
序
説
」
お
よ
び
「
第
一
章
」
の
間
に
差
し
込
ま
れ
る
よ
う
に
し
て
コ
ク
ヨ
原

稿
用
紙
で
書
か
れ
た
「
徳
川
時
代
政
治
思
想
の
一
般
的
性
格
」
と
「
第
一
章

近

世
封
建
制
度
の
確
立
と
儒
教
的
世
界
観
（
近
世
封
建
社
会
概
観
―
江
戸
時
代
の
社

会
と
意
識
―
）」
総
論
相
当
部
分
に
は
、
濃
茶
箋
・
太
字
ブ
ル
ー
ブ
ラ
ッ
ク
イ
ン
ク

使
用
と
、
濃
茶
箋
・
黒
字
イ
ン
ク
使
用
と
の
二
種
類
が
含
ま
れ
て
お
り
、
ま
た
第

一
章
第
一
節
三
（
基
督
教
）
の
途
中
以
降
に
対
応
す
る
部
分
に
は
、
薄
茶
箋
・
細

字
ブ
ル
ー
ブ
ラ
ッ
ク
イ
ン
ク
使
用
と
、
濃
茶
箋
・
細
字
ブ
ル
ー
ブ
ラ
ッ
ク
イ
ン
ク

使
用
、
濃
茶
箋
・
太
字
ブ
ル
ー
ブ
ラ
ッ
ク
イ
ン
ク
使
用
の
三
種
類
の
原
稿
が
含
ま

れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
薄
茶
箋
・
細
字
ブ
ル
ー
ブ
ラ
ッ
ク
使
用
部
分
は
、
形
態

上
か
ら
は
、
松
屋
製
原
稿
用
紙
部
分
に
続
く
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
、
こ
の
部
分

へ
の
修
正
・
加
筆
に
は
太
字
ブ
ル
ー
ブ
ラ
ッ
ク
イ
ン
ク
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
こ

の
部
分
の
先
行
性
が
確
か
め
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
コ
ク
ヨ
原
稿
用
紙
が
用
い

ら
れ
て
い
る
部
分
に
つ
い
て
も
、
全
体
と
し
て
、
細
字
ブ
ル
ー
ブ
ラ
ッ
ク
イ
ン
ク

使
用
部
分
が
最
初
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
加
筆
・
修
正
す
る
形
で
太

字
ブ
ル
ー
ブ
ラ
ッ
ク
イ
ン
ク
を
用
い
た
部
分
が
付
け
加
わ
り
、
さ
ら
に
黒
字
イ
ン

ク
を
用
い
た
部
分
が
追
加
さ
れ
た
、
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

な
お
、
満
寿
屋
製
原
稿
用
紙
に
つ
い
て
は
、
上
記
の
「
昭
二
○
、
一
一
、
一
」

の
「
草
稿
断
簡
」
の
他
、『
講
義
録
一
九
四
八
』
に
「
付
録
三

結
論
（
年
度
不
明
・

終
章
）」
と
し
て
収
録
し
た
草
稿
（
資
料
番
号
四
五
五
―
二
）
が
確
認
さ
れ
る
。
そ
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れ
ら
は
、「
プ
ラ
ン
」
の
上
で
の
位
置
付
け
を
与
え
ら
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、

戦
中
講
義
と
は
別
に
、戦
後
に
な
っ
て
新
た
に
執
筆
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

⑤
そ
し
て
、
こ
う
し
て
特
定
さ
れ
る
戦
中
講
義
原
稿
に
つ
い
て
、
丸
山
文
庫
所

蔵
の
講
義
原
稿
類
全
体
の
中
で
見
直
す
と
、
改
め
て
、
そ
の
多
く
が
戦
後
講
義
に

も
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
た
と
え
ば
、
学
生
聴
講
ノ
ー
ト
と
の
突

き
合
わ
せ
を
通
し
て
確
定
し
た
『
講
義
録
一
九
四
八
』
に
つ
い
て
み
れ
ば
、「
第
二

章

伝
統
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
諸
形
態
」「
第
三
章

近
世
儒
教
の
興
隆
と
そ
の

社
会
的
基
礎
」「
第
四
章

初
期
朱
子
学
者
の
政
治
思
想
」「
第
五
章

朱
子
学
的

世
界
像
の
分
解
」「
第
六
章

元
禄
・
享
保
期
の
社
会
と
文
化
」「
第
八
章

石
門

心
学
の
勃
興
と
そ
の
展
開
」「
第
九
章

近
世
後
半
期
の
社
会
及
び
思
想
の
大
勢
」

「
第
十
章

国
学
思
想
の
発
展
」「
付
章
一

中
期
朱
子
学
派
の
景
況
」
に
引
き
継

が
れ
、
筑
摩
書
房
箋
、
岩
波
書
店
箋
、
潮
流
社
箋
と
い
っ
た
戦
後
に
新
た
に
登
場

す
る
原
稿
用
紙
に
書
か
れ
た
原
稿
に
混
じ
っ
て
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で

き
る
。

そ
の
よ
う
に
戦
後
再
使
用
さ
れ
た
原
稿
を
す
べ
て
抽
出
し
て
、
改
め
て
「
戦
中

講
義
」
と
し
て
復
元
・
復
刻
す
る
こ
と
は
、
上
記
の
戦
中
講
義
の
諸
特
徴
に
つ
い

て
の
判
断
基
準
の
元
に
時
間
と
労
力
と
を
費
や
せ
ば
可
能
で
は
あ
る
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
、
新
た
な
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
の
中
に
活
か
さ
れ
た
と
は
い
え
、
基

本
的
に
は
意
図
的
に
戦
中
の
「
プ
ラ
ン
」
に
沿
っ
て
構
成
さ
れ
た
戦
後
講
義
録
の

主
要
部
分
と
し
て
す
で
に
復
元
・
復
刻
さ
れ
て
い
る
原
稿
ま
で
、
新
た
に
復
刻
す

る
積
極
的
な
意
義
は
な
い
の
で
は
な
い
か
（
上
記
の
対
応
部
分
に
つ
い
て
は
、「
解

題
」
末
尾
に
「
一
覧
」
す
る
）、
む
し
ろ
、
戦
後
講
義
録
の
中
に
は
断
片
的
に
し
か

引
き
継
が
れ
て
い
な
い
か
、
あ
る
い
は
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
戦
中

講
義
原
稿
だ
け
を
、
改
め
て
特
定
し
、
復
刻
す
る
こ
と
の
方
が
有
意
義
で
は
な
い

か
、
と
考
え
る
。
そ
う
し
て
、
こ
の
よ
う
な
部
分
に
相
当
す
る
と
思
わ
れ
る
原
稿

類
は
、
比
較
的
ま
と
ま
っ
た
形
で
残
さ
れ
て
も
い
る
の
で
あ
る
。「
プ
ラ
ン
」
に

従
っ
た
項
目
で
い
え
ば
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
そ
れ
に
当
た
る
。

〔
序
説
〕

a)
第
一
章

第
一
節

三
、
基
督
教
（
切
支
丹
）

b)

第
二
節

三
、
熊
沢
蕃
山
と
貝
原
益
軒

c)

四
、
古
学
派
の
形
成
―
―
伊
藤
仁
斎
と
山
鹿
素
行

d)そ
れ
ら
は
、
単
に
形
態
上
、「
最
古
層
」
の
講
義
原
稿
の
姿
を
保
っ
て
い
る
と
い

う
だ
け
で
な
く
、
内
容
上
も
独
自
の
意
義
を
有
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

は
、
講
義
の
始
め
に
述
べ
ら
れ
た
簡
単
な
序
説
に
当
た
る
部
分
と
、
そ
れ
を

a)
補
完
す
る
江
戸
時
代
全
体
の
年
表
・
思
想
家
入
り
の
「
別
表
」
で
、
講
義
の
際
に

手
元
に
置
い
た
も
の
と
み
ら
れ
よ
う
。

は
、
初
期
戦
後
講
義
の
中
で
は
、
簡
略
化
し
て
し
か
引
き
継
が
れ
ず
、
五
○

b)
年
代
後
半
期
に
な
っ
て
改
め
て
重
視
さ
れ
て
い
く
テ
ー
マ
で
あ
る
。
丸
山
の
日
本

思
想
史
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
に
は
「
発
展
段
階
」
か
ら
「
文
化
接
触
」
へ
の
視
座
の
転
換

が
あ
る
と
さ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、「
基
督
教
」
に
見
ら
れ
る
「
文
化
接
触
」
へ
の
関

心
は
、「
最
古
層
」
と
い
う
べ
き
最
初
の
戦
中
講
義
に
於
て
最
も
詳
細
に
取
り
あ
げ

ら
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
は
、
改
め
て
丸
山
の
日
本
政
治
思
想
史
研
究
の
変
化
へ
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の
再
考
を
迫
る
意
味
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
た

に
つ
い
て
は
、「
解
題
一
九
四
八
」
で
も
指
摘
し
て
お
い
た
よ
う
に
、

c)
d)

も
と
も
と
「
問
題
史
」
と
し
て
執
筆
さ
れ
「
決
し
て
徳
川
期
に
お
け
る
網
羅
的
な

近
代
思
想
発
展
史
を
意
図
し
て
い
な
い
」
と
い
う
『
日
本
政
治
思
想
史
研
究
』
所

収
論
文
で
は
省
略
さ
れ
て
い
た
「
全
体
の
思
想
系
列
の
上
か
ら
は
多
分
に
孤○

立○

的○

で
あ
る
様
な
学
者
」（「
近
世
儒
教
の
発
展
に
お
け
る
徂
徠
学
の
特
質
並
に
そ
の
国

学
と
の
関
連
」
一
九
四
〇
年
、『
丸
山
眞
男
集
』
第
一
巻
、
一
九
九
六
年
、
三
○
○

頁
）
に
対
す
る
丸
山
の
関
心
を
示
す
も
の
と
し
て
、
す
で
に
『
講
義
録
一
九
四
八
』

に
収
録
し
た
新
井
白
石
や
室
鳩
巣
と
並
ん
で
重
要
な
意
義
を
持
つ
と
考
え
ら
れ

る
。
本
編
に
お
い
て
改
め
て
復
元
・
復
刻
す
る
所
以
で
も
あ
る
。

但
し
、
こ
れ
ら
の
項
目
に
関
し
て
は
、
部
分
的
に
重
複
す
る
二
種
類
の
原
稿
が

含
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
、「
戦
中
二
度
」
の
講
義
の
中
で
書
き
直
さ
れ
た
と
い

う
経
緯
を
反
映
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
上
記
に
指
摘
し
た
使
用
さ
れ
て
い

る
原
稿
用
紙
お
よ
び
ペ
ン
字
体
の
相
違
か
ら
、
そ
れ
ら
の
先
後
関
係
は
特
定
で
き

る
。
し
た
が
っ
て
、
本
編
で
は
、
一
九
四
三
年
度
講
義
原
稿
と
し
て
特
定
で
き
る

も
の
を
「
本
文
」
と
し
、
他
の
原
稿
を
「
注
」
と
し
て
再
録
す
る
こ
と
に
し
た
。

こ
の
ほ
か
に
、
一
九
四
四
年
度
講
義
の
た
め
の
講
義
原
稿
と
し
て
特
定
で
き
る

も
の
の
な
か
で
、
次
の
二
つ
を
「
本
文
」
と
し
て
復
刻
す
る
こ
と
に
し
た
。

序
論
追
加
部
分
（「
徳
川
時
代
政
治
思
想
の
一
般
的
性
格
」
お
よ
び
「
参
考

e)
文
献
」）

「
昭
和
〈
十
八
〉〈
九
〉
十
八
年
度
最
終
講
義
（
昭

・
１
）
に
お
け
る
学
生

f)

19

を
送
る
言
葉
」

は
、「
プ
ラ
ン
」
第
一
章
末
尾
余
白
に
書
き
込
ま
れ
た
「
次
年
度
へ
の
注
意
」

e)
に
対
応
し
て
書
き
下
ろ
さ
れ
た
部
分
と
見
ら
れ
、
一
九
四
三
年
度
講
義
原
稿
の
序

論
の
後
に
続
い
て
講
じ
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

は
、
上
記
の
各
種
講
義
原
稿
と
は
全
く
異
質
な
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
紹

f)
介
し
て
き
た
講
義
原
稿
は
、
丸
山
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
「
著
作
・
講
義
演
習
・
講

演
」
―
「
講
義
・
演
習
」
―
「
原
稿
、
メ
モ
」
項
目
の
中
か
ら
、
す
で
に
述
べ
た

「
判
断
基
準
」
に
従
っ
て
抽
出
・
整
理
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
原
稿
は
、

丸
山
の
自
筆
で
表
題
が
書
き
込
ま
れ
た
「
東
京
大
学
法
学
部
」
と
印
刷
さ
れ
た
封

筒
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
丸
山
自
身
が
明
示
的
に
取
り
置
い
た
原
稿
で

あ
る
。
袋
表
面
の
表
題
が
い
つ
書
か
れ
た
も
の
か
は
特
定
で
き
な
い
が
、内
容
は
、

最
終
年
次
学
生
に
対
す
る
丸
山
の
「
送
る
言
葉
」
で
あ
る
。
理
解
の
上
で
、
最
低

限
必
要
と
思
わ
れ
る
事
実
に
つ
い
て
、
一
部
「
丸
山
眞
男
の
初
講
義
」（
前
掲
）
と

重
複
す
る
が
、
こ
こ
に
補
足
し
て
お
く
。

戦
中
の
東
京
帝
国
大
学
の
学
年
暦
は
、
戦
況
の
悪
化
に
伴
っ
て
、
大
き
く
変
更

さ
れ
た
。
ま
ず
一
九
四
一
年
一
〇
月
一
六
日
に
、
勅
令
第
九
百
二
十
四
号
「
大
学

学
部
等
ノ
在
学
年
限
又
ハ
修
業
年
限
ノ
臨
時
短
縮
ニ
関
ス
ル
件
」
お
よ
び
そ
の
関

連
法
令
の
公
布
に
続
い
て
、
東
大
で
は
同
年
一
一
月
「
東
京
帝
国
大
学
学
年
暦
臨

時
措
置
方
」が
評
議
会
で
決
定
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、一
九
四
一
年
度
は
三
ヶ

月
繰
り
上
げ
ら
れ
て
、
一
二
月
卒
業
、
翌
年
度
か
ら
は
半
年
繰
り
上
げ
で
九
月
卒

業
と
さ
れ
た
（
東
京
大
学
百
年
史
編
集
委
員
会
編
『
東
京
大
学
百
年
史
』
通
史
二
、
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東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
五
年
、
六
四
三
―
五
頁
）。
そ
し
て
こ
の
措
置
に
対
応

し
て
、
一
九
四
二
年
八
月
に
「
新
学
年
暦
」
が
定
め
ら
れ
、
新
た
に
一
〇
月
か
ら

翌
年
九
月
を
「
学
年
」
と
さ
れ
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。
つ
ま
り
、「
一
九
四
三
年

度
」
は
、
一
九
四
二
年
一
〇
月
か
ら
始
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の

措
置
は
、
以
後
も
継
続
さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
、
年
次
学
生
毎
に
ね
じ
れ
た
複
雑
な

「
学
年
学
期
」区
分
が
実
施
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、

「
昭
和
十
七
年
十
月
九
日

修
業
年
限
短
縮
に
関
す
る
対
策
に
付
き
て
」
と
題
す

る
評
議
会
決
定
、
お
よ
び
「
在
学
修
業
年
限
短
縮
表
」（
い
ず
れ
も
、
東
京
大
学
史

史
料
室
編
『
東
京
大
学
の
学
徒
動
員
・
学
徒
出
陣
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九

八
年
、
所
収
）
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
各
学
年
内
で
の
「
学
期
」
区
分

に
つ
い
て
は
、「
紀
元
節
を
境
目
と
し
て
区
分
す
る
こ
と
に
取
決
め
」（『
東
京
大
学

百
年
史
』
部
局
史
一
、
一
九
八
六
年
、
二
四
二
頁
）
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
そ

れ
ら
に
従
え
ば
、「
第
三
学
年
選
択
科
目
」
つ
ま
り
最
終
年
次
学
生
を
対
象
と
し
前

学
期
に
指
定
さ
れ
て
い
た
「
東
洋
政
治
思
想
史
」
は
、
そ
の
「
昭
和
一
八
年
度
講

義
」
が
、
一
九
四
二
（
昭
和
一
七
）
年
一
〇
月
か
ら
一
九
四
三
（
昭
和
一
八
）
年

二
月
ま
で
の
学
期
に
、
さ
ら
に
そ
の
「
昭
和
一
九
年
度
講
義
」
が
、
一
九
四
三
（
昭

和
一
八
）
年
一
〇
月
か
ら
一
九
四
四
（
昭
和
一
九
）
年
二
月
ま
で
の
学
期
に
、
そ

れ
ぞ
れ
行
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
間
、
一
九
四
三
（
昭
和
一
八
）
年
九
月
二
一
日
に
戦
時
国
内
態
勢
強
化
の

根
本
方
針
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
そ
れ
を
受
け
た
「
在
学
徴
集
延
期
臨
時
特
例
」
に

よ
る
文
系
学
生
の
徴
集
延
期
停
止
に
伴
う
い
わ
ゆ
る
最
初
の
「
学
徒
出
陣
」
が
同

年
一
二
月
一
日
に
決
行
さ
れ
た
。
東
大
法
学
部
で
も
、「（
徴
兵
）
適
齢
に
達
し
な

い
二
割
弱
の
者
を
除
い
て
、
十
月
二
十
五
日
か
ら
十
一
月
五
日
の
間
に
徴
兵
検
査

を
受
け
、
十
二
月
一
日
に
入
営
す
る
こ
と
に
な
っ
た
」（『
東
京
大
学
百
年
史
』
部

局
史
一
、
二
四
五
頁
）。
こ
の
と
き
何
名
が
入
営
・
入
団
し
た
か
は
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
な
い
が
、
明
年
九
月
の
次
年
度
卒
業
生
が
、
出
陣
中
の
三
六
○
名
を
含
め
五

一
七
名
で
あ
っ
た
（
同
上
、
二
四
八
頁
）
こ
と
か
ら
逆
算
す
れ
ば
、
第
一
次
の
学

徒
出
陣
（
さ
ら
に
は
四
三
年
一
二
月
の
勅
令
「
徴
兵
適
齢
臨
時
特
例
」
に
よ
る
徴

兵
年
齢
の
一
九
歳
迄
の
引
き
下
げ
）
を
超
え
て
在
学
し
て
い
た
者
が
、
少
な
く
と

も
一
五
七
名
い
た
こ
と
に
な
る
（
四
三
年
九
月
の
入
学
生
は
除
く
）。

以
上
の
こ
と
を
前
提
と
す
れ
ば
、
丸
山
が
「
学
徒
出
陣
」
を
想
定
し
て
行
い
得

た
講
義
は
、「
昭
和
一
九
年
度
講
義
」
だ
け
と
い
う
こ
と
に
な
り
、「
昭
和
一
九
年

一
月
」
に
「
最
終
講
義
で
卒
業
生
を
送
る
言
葉
」
と
し
て
述
べ
た
の
は
、
こ
の
年

度
の
最
終
講
義
で
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
特
定
で
き
る
。「
年
度
」
に
つ
い
て
の
丸

山
の
書
き
消
し
が
示
す
記
憶
の
混
乱
に
は
、
講
義
年
度
の
変
則
性
が
刻
ま
れ
て
お

り
、
ま
た
そ
れ
は
逆
に
「
日
付
」
に
つ
い
て
の
記
憶
の
正
確
性
を
示
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
よ
う
。
在
学
学
生
の
う
ち
何
名
が
丸
山
の
講
義
を
受
講
し
た
か
は
わ
か

ら
な
い
が
、
聴
講
し
た
第
三
年
次
学
生
を
含
む
在
学
学
生
全
員
は
、
三
月
一
日
か

ら
「
緊
急
学
徒
動
員
方
策
要
綱
」
に
し
た
が
っ
て
各
地
で
の
土
木
作
業
に
従
事
し

て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
助
教
授
丸
山
眞
男
自
身
が
「
二
等
兵
教
育
召
集
」
に
よ
り

松
本
市
の
歩
兵
第
五
○
連
隊
補
充
隊
に
応
召
し
た
の
は
、
七
月
一
一
日
の
こ
と
で

あ
っ
た
（
以
上
、『
東
京
大
学
百
年
史
』
部
局
史
一
、
二
四
七
―
八
頁
参
照
）。

丸
山
は
、
後
に
「『
日
本
政
治
思
想
史
研
究
』
あ
と
が
き
」（
一
九
五
二
年
）
で
、

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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…
…
本
書
の
第
三
章
〔「
国
民
主
義
の
「
前
期
的
」
形
成
」〕
は
前
述
の
よ
う

に
私
の
応
召
直
前
の
労
作
で
あ
り
、
と
く
に
そ
の
後
半
部
は
、
召
集
令
状
を

受
け
て
か
ら
な
お
一
週
間
の
余
裕
が
あ
っ
た
の
で
、
出
発
の
そ
の
日
の
朝
ま

で
か
か
っ
て
や
っ
と
纏
め
上
げ
、
新
宿
駅
で
見
送
り
に
来
て
く
れ
た
同
僚
の

辻
清
明
君
に
手
渡
し
た
と
い
う
曰
く
付
の
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
そ
の
出

来
・
不
出
来
は
と
も
か
く
と
し
て
一
し
お
想
い
出
が
深
い
。
机
に
向
っ
て
最

後
の
仕
上
げ
を
急
い
で
い
る
窓
の
向
う
に
は
国
旗
を
も
っ
て
続
々
集
っ
て
来

る
隣
組
や
町
会
の
人
々
に
亡
母
と
妻
が
赤
飯
の
握
り
を
作
っ
て
も﹅

て﹅

な﹅

し﹅

て

い
る
光
景
は
今
で
も
髣
髴
と
し
て
浮
ん
で
く
る
。（『
丸
山
眞
男
集
』第
五
巻
、

一
九
九
五
年
、
二
九
三
頁
）

ま
た
、
こ
の
年
度
の
講
義
に
関
し
て
、
丸
山
自
身
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

講
義
と
い
う
の
は
、
…
…
い
か
に
助
手
の
時
代
に
徳
川
時
代
を
や
っ
た
と

い
っ
て
も
、
助
手
論
文
を
書
く
の
に
懸
命
だ
か
ら
、
た
と
え
ば
熊
沢
蕃
山
と

か
、
論
文
の
主
題
か
ら
は
ず
れ
る
系
列
は
出
て
こ
な
い
の
で
す
。
そ
う
い
う

の
を
一
生
懸
命
勉
強
し
た
の
は
講
義
の
た
め
で
す
。
仁
斎
や
徂
徠
は
前
か
ら

や
っ
て
い
る
。
林
羅
山
も
前
か
ら
や
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
抜
け
て
い
る
と

い
う
と
、
大
き
い
の
は
熊
沢
蕃
山
、
新
井
白
石
、
室
鳩
巣
と
い
う
と
こ
ろ
で

す
。
こ
れ
は
講
義
の
準
備
の
た
め
に
、
一
生
懸
命
勉
強
し
ま
し
た
。

昨
日
ち
ょ
っ
と
、
そ
の
と
き
の
原
稿
の
断
片
を
見
て
い
た
ら
、
昭
和
一
八

年
の
最
終
講
義
で
終
講
の
辞
み
た
い
な
の
を
述
べ
た
の
が
、
そ
こ
だ
け
出
て

き
ま
し
た
。
吉
田
松
陰
が
久
坂
玄
瑞
な
ん
か
を
叱
っ
て
、
悲
憤
慷
慨
を
戒
め

て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
す
。
そ
れ
を
引
い
て
、
時
局
に
対
し
て
慷
慨
す

る
の
が
諸
君
の
仕
事
で
は
な
い
。
国
家
が
君
た
ち
を
要
求
し
た
ら
、
そ
の
と

き
は
潔
く
ペ
ン
を
剣
に
か
え
よ
。
そ
の
日
ま
で
は
ペ
ン
を
捨
て
て
は
い
け
な

い
と
。
そ
う
い
う
よ
う
な
こ
と
を
最
後
に
言
っ
た
ら
、
学
生
か
ら
非
常
に
感

激
し
た
と
い
う
手
紙
が
来
ま
し
た
。
そ
れ
を
覚
え
て
い
ま
す
。（
松
沢
弘

陽
・
植
手
通
有
編
『
丸
山
眞
男
回
顧
談
』
下
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
六
年
、

二
○
五
頁
）

な
お
、
文
中
引
用
の
文
章
は
、
吉
田
松
陰
が
安
政
元
（
一
八
五
四
）
年
黒
船
密

航
企
図
事
件
で
入
獄
し
た
萩
野
山
獄
で
認
め
た
漢
文
稿
の
一
つ「
丙
辰
幽
室
文
稿
」

（
安
政
三
年
）
に
あ
る
「
久
坂
（
玄
瑞
）
生
の
文
を
評
す
」
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。
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